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黒
陵
１
０
０
周
年
の
年
と
し
て
、
現
役
生
や
学

校
、
同
窓
生
の
皆
さ
ん
と
、
さ
ら
な
る
大
き
な
発

展
を
目
指
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
本
年
は
、
新
年
早

々
か
ら
大
き
な
災
害
が
あ
り
、
気
象
変
動
や
政
治

経
済
で
も
、
日
本
も
ア
メ
リ
カ
も
世
界
中
で
も
心

配
が
多
い
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
は
や
年
の
瀬
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
全
国
の
同
窓
生
の
皆

様
に
は
、
お
元
気
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
上

げ
ま
す
。

　

５
月
の
１
０
０
周
年
記
念
行
事
で
は
、
現
役
生

徒
主
体
の
素
晴
ら
し
い
元
気
な
活
動
は
、
こ
の
年

に
在
校
し
て
い
る
喜
び
を
表
し
て
い
ま
し
た
。
記

念
式
典
で
は
、
素
晴
ら
し
さ
を
確
認
出
来
て
、
若

返
り
楽
し
か
っ
た
と
先
輩
た
ち
か
ら
お
喜
び
い
た

だ
け
ま
し
た
。
各
地
で
お
過
ご
し
の
同
窓
生
の
皆

様
か
ら
も
沢
山
の
お
便
り
を
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
奇
し
く
も
北
上
線
、
当

時
の
横
黒
線
も
１
０
０
周
年
で
、
通
学
し
て
お
ら

れ
た
方
の
懐
か
し
さ
は
ひ
と
し
お
で
あ
っ
た
よ
う

で
す
。

　

　

１
０
０
周
年
事
業
の
協
賛
会
の
メ
ン
バ
ー
で
進

め
て
き
た
記
念
事
業
も
、
北
上
市
や
西
和
賀
町
の

ご
協
賛
と
多
く
の
同
窓
生
か
ら
の
温
か
い
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
11
月
８
日
に
は
校
門
前
に
立
派
な

駐
車
場
の
整
備
が
完
成
し
ま
し
た
。
永
年
の
課
題

で
あ
っ
た
生
徒
の
通
学
時
の
安
全
の
確
保
や
桜
の

季
節
の
市
民
の
た
め
の
施
設
と
し
て
、
利
用
い
た

だ
く
な
ど
、
良
い
記
念
事
業
が
一
段
落
し
ま
し
た
。

伝
統
の
文
武
両
道
の
推
進
の
た
め
の
「
Ｈ
Ａ
Ｂ
Ａ

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ
！
黒
陵
」
や
東
大
励
志
事
業
も
、
北
上

市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
コ
ン
コ
ー
ド

市
へ
の
５
名
の
派
遣
が
で
き
ま
し
た
。
進
学
へ
の

取
り
組
み
も
現
役
生
が
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
て
、

年
々
成
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
期
待
し
て

応
援
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆

様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
の
温
か
い
ご
支
援
に
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
、

ま
た
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

(

30
回
生
） 創立100周年記念誌

発行のお知らせ・購入の案内

黒陵祭にて、「百人振り」

岩手県立黒沢尻北高等学校

発刊のお知らせとご購入のご案内

創立１００周年記念誌創立１００周年記念誌

ご
購
入
の
ご
案
内

　

こ
の
一
冊
に
詰
め
込
み
ま
し
た
。

　

和
賀
郡
一
丸
と
な
っ
て
旧
制
中
学
誘
致
を
行
っ
た
前

史
か
ら
、
戦
時
中
、
戦
後
の
新
制
高
校
の
誕
生
、
そ
し

て
迎
え
た
二
一
世
紀
に
お
け
る
飛
躍
ま
で
、
豊
富
な
写

真
や
特
集（
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
へ
の
羽
ば
た
き
）、
部
活

動
史
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
よ
り
光
を
当
て
て
、
百
年

の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
、
ご
自
分

の
萩
江
ヶ
丘
で
の
青
春
時
代
に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
販
売
価
格　

○
購
入
方
法

　

左
の
口
座
に
最
寄
り
の
金
融
機
関
か
ら
代
金
を
お

振
り
込
み
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
必
ず
窓
口
よ
り
お

振
り
込
み
を
お
願
い
し
ま
す（
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
の
場
合
、

お
届
け
先
の
住
所
を
把
握
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
郵
送

に
支
障
が
出
ま
す
）。
期
限
は
令
和
七
年
一
月
一
〇
日

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

振
込
用
紙
に
ご
記
載
い
た
だ
い
た
ご
住
所
に
、
令

和
七
年
三
月
上
旬
頃
を
目
処
に
郵
送
い
た
し
ま
す
。

※

内
訳　

本
体　

五
，〇
〇
〇
円

　
　
　
　

郵
送
料
一
，〇
〇
〇
円
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同
窓
生
の
皆
さ
ま
に
は
、 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
頃
か
ら
本
校
の
教
育
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　

動
に
対
し
、
物
心
両
面
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
た
り
多
大
な
る
ご
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
５
月
、
本
校
は
節
目
の
創
立
百
周
年
を
迎
え
、

記
念
式
典
お
よ
び
祝
賀
会
を
滞
り
な
く
終
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
雲
一
つ
な
い
晴
天
の
下
、
多
く
の

皆
さ
ま
か
ら
お
祝
い
の
詞
を
い
た
だ
き
、
職
員
・
在

校
生
と
も
ど
も
非
常
に
晴
れ
や
か
な
気
持
ち
で
思
い

出
に
深
く
残
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
日
を
無

事
迎
え
ら
れ
た
の
も
偏
に
同
窓
会
か
ら
の
篤
い
ご
支

援
の
賜
物
と
受
け
止
め
、
次
代
の
黒
陵
に
向
け
て
決

意
を
新
た
に
し
た
次
第
で
す
。
今
後
と
も
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　

  

♢　
♢　
♢　
♢　
♢　
♢

　

５
月
は
世
紀
に
一
度
の
イ
ベ
ン
ト
を
間
近
に
控
え
、

お
祝
い
を
前
に
し
た
ワ
ク
ワ
ク
感
が
漂
う
中
で
の
新

年
度
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
百
周
年
を
機
に
始
め
た

週
末
の
校
地
開
放
で
は
、
黒
陵
の
「
万
朶
の
桜
」
を

観
に
多
数
の
市
民
が
来
場
し
、
改
め
て
黒
陵
が
多
く

の
市
民
や
同
窓
生
に
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
た

次
第
で
す
。
校
内
で
も
満
開
の
桜
下
で
の
「
昼
食
会
」

を
催
す
な
ど
、
在
校
生
に
と
っ
て
、
記
憶
に
残
る
年

度
始
め
と
な
り
ま
し
た
。

　

５
月
１
日
創
立
記
念
日
は
、
生
徒
主
体
の
記
念
行

事
で
し
た
。
体
育
館
を
会
場
に
文
化
部
の
演
奏
・
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
披
露
と
生
徒
会
執
行
部
に
よ
る
黒
陵

百
年
の
あ
ゆ
み
を
紐
解
く
プ
レ
ゼ
ン
発
表
、
そ
の
後
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
場
所
を
移
し
て
、
「
１
０
０
」
の
人

文
字
を
形
作
っ
て
の
バ
ル
ー
ン
リ
リ
ー
ス
が
行
わ
れ
、

祝
い
事
に
花
を
添
え
ま
し
た
。
生
徒
自
身
が
楽
し
み
、

黒
陵
の
良
さ
を
再
確
認
す
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

５
月
３
日
、
記
念
式
典
お
よ
び
祝
賀
会
当
日
。
会

場
の
「
さ
く
ら
ホ
ー
ル
」
に
は
、
県
副
知
事
、
北
上

市
長
な
ど
の
ご
来
賓
を
は
じ
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
同
窓
生

な
ど
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
厳
粛

か
つ
盛
大
に
式
典
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
前
述

の
通
り
、
滞
り
な
く
大
事
を
終
え
る
こ
と
が
出
来

た
こ
と
へ
の
安
堵
と
と
も
に
、
本
校
へ
の
同
窓
生

や
関
係
の
皆
さ
ま
の
熱
い
想
い
と
そ
こ
に
支
え
ら

れ
た
黒
陵
の
在
り
様
に
感
服
し
た
次
第
で
す
。

　
　

♢　

♢　

♢　

♢　

♢　

♢

　

百
周
年
の
お
祝
い
の
賑
わ
い
も
ひ
と
し
き
り
。

黒
陵
は
日
常
に
百
周
年
の
意
味
を
落
と
し
込
み
、

生
徒
諸
君
は
勉
強
に
部
活
動
に
懸
命
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
今
年
も
生
徒
の
活
躍
が
顕
著
で
す
。

部
活
動
で
は
陸
上
競
技
部
と
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

部
が
全
国
高
校
総
体
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
に
出
場

し
ま
し
た
し
、
ラ
グ
ビ
ー
部
、
水
泳
部
、
吹
奏
楽

部
も
東
北
大
会
に
出
場
す
る
活
躍
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
野
球
部
も
夏
の
大
会
で
は
３
回
戦
に
勝
ち
上

が
り
、
あ
と
少
し
で
８
強
と
い
う
結
果
を
残
し
、

今
後
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
て
お
り
ま
す
。

　

進
学
に
つ
き
ま
し
て
も
、
百
周
年
事
業
で
後
押

し
を
い
た
だ
い
て
い
る
「
東
大
励
志
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
効
果
も
あ
り
、
東
大
を
は
じ
め
と
す
る
難

関
大
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
機
運
が
醸
成
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
東
大
合
格
に
は
ま
だ
至
り
ま
せ
ん
が
、

今
春
も
東
北
大
や
北
海
道
大
へ
の
合
格
な
ど
国
公

立
大
合
格
数
一
二
三
名
は
最
近
５
年
で
最
も
多
く

な
り
ま
し
た
。
校
訓
に
も
あ
る
「
遠
大
ノ
志
ヲ
励

マ
ス
ヘ
シ
」
を
体
現
す
る
同
窓
会
の
支
援
が
大
き

な
力
と
な
っ
て
、
生
徒
の
背
中
を
押
し
て
い
る
状

況
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
皆
さ
ま
か

ら
の
引
続
き
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

校
長   

金
濱　

千
明

さ
ら
に
、
高
校
と
大
学
の
学
び
を
つ
な
ぐ
、
高
大
接

続
の
一
環
と
し
て
大
学
入
試
選
抜
改
革
が
大
き
な
柱

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
入
試
か
ら
は
、
出
題
教

科
・
科
目
の
変
更
が
あ
り
、
共
通
テ
ス
ト
に
は
教
科

「
情
報
」
が
加
わ
り
ま
す
が
、
多
く
の
大
学
で
は
配

点
比
率
は
低
め
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
情
報
の
対

策
は
必
須
と
な
り
ま
す
が
、
合
否
に
よ
り
影
響
す
る

の
は
既
存
教
科
で
あ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

東
大
励
志
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
今
年
度
も
同
窓
生

の
皆
様
の
ご
支
援
の
も
と
、
３
年
生
４
名
２
年
生
２

０
名
で
始
動
し
ま
し
た
。
７
月
の
東
大
卒
の
黒
陵
同

窓
生
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
８
月
の

２
年
東
大
見
学
、
毎
月
の
講
座
を
通
し
て
、
仲
間
と

協
力
し
な
が
ら
高
い
目
標
に
挑
戦
す
る
こ
と
の
魅
力

に
気
づ
き
、
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

第
一
志
望
合
格
の
た
め
、
一
般
選
抜
ま
で
粘
り
強

く
頑
張
り
切
れ
る
よ
う
後
押
し
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
逆
境
の
中
で
こ
そ
発
揮
さ
れ
る
「
黒
陵
魂

」
で
、
来
春
に
は
生
徒
の
頑
張
っ
た
成
果
を
報
告
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

○
今
年
度
の
状
況

　

新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
知
識
及

び
技
能
」
だ
け
で
は
な
く
、
「
思
考
力
、
判
断
力
、

表
現
力
」
、
「
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
」
も
バ

ラ
ン
ス
よ
く
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

○
今
春（
２
０
２
４
年
３
月
）の
卒
業
生
の
状
況

　

旧
課
程
最
後
の
入
試
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
教
育

課
程
の
変
わ
り
目
で
み
ら
れ
た
極
端
な
安
全
志
向
は

み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
新
課
程
の
変
化
が
限
定
的

で
あ
っ
た
こ
と
と
、
近
年
の
競
争
緩
和
に
よ
る
チ
ャ

ン
ス
の
広
が
り
が
影
響
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

９
６
回
生
は
進
路
目
標
達
成
の
た
め
、
最
後
ま
で

努
力
を
続
け
ま
し
た
。
国
公
立
大
学
１
２
１
名
（
東

北
大
６
、
北
海
道
大
１
含
）
、
私
立
大
学
２
１
６
名

（
東
京
理
科
大
１
、
青
山
学
院
大
１
、
立
教
大
１
、

中
央
大
１
、
法
政
大
２
、
同
志
社
大
２
含
）
な
ど
の

合
格
者
を
だ
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
東
大
励
志
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
一
期
生
１
０
名
の
う

ち
３
名
が
東
大
に
出
願
し
ま
し
た
。
結
果
は
残
念
で

し
た
が
、
こ
の
経
験
を
活
か
し
、
校
内
の
指
導
体
制

も
確
立
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
学
習
指
導
要
領
で
の
進
路
指
導

５
年
度
の
総
括
と
６
年
度
の
計
画

進
路
指
導
課　

久
保
田　

剛

創
立
百
周
年
の
節
目
に

　コロナ禍により、令和元年度より中断

していた「HABATAKE! 黒陵」海外派遣

事業 をこのたび再開いたしました。

　北上市 とアメリカ合衆国コンコード

市が姉妹都市締結 50 周年になるのを記

念して 派遣される北上市友好訪問団の

一員となった本校１年生５名に参加補助

金として１人 10 万円ずつの支給をもっ

て今年度の海外派遣事業といたしまし

た。久々の派遣となりますが、補助金贈

呈式では参加生徒からの意気込みが語ら

れました。

　この再開を契機に、今後も事業を展

開していく予定となっております。同窓

生の皆様のご支援を何とぞよろしくお願

いいたします。

同窓会会員数同窓会会員数

令和６年5月１日現在（学校要覧による）

卒業生 　２2，５２４名  
現職員　　      　６０名 
旧職員　　　    ８6９名 
在校生　　　   ６５３名 　

合　計　合　計　 ２４,２４, １０６ １０６名

◆
創
立
１
０
０
周
年
と
い
う
記
念
の
一
年
が
ま
も

　

な
く
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
三
年
生
は
、

　

黒
陵
祭
で
一
つ
の
け
じ
め
を
つ
け
、
受
験
勉
強

　

一
色
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

◆
募
金
活
動
と
記
念
誌
の
編
集
は
ま
だ
ま
だ
終
わ

　

り
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
記
念
誌
は
年
の
暮
れ
に

　

校
了
宣
言
。
１
月
か
ら
印
刷
製
本
作
業
が
始
ま

　

る
予
定
で
す
。

◆
温
故
知
新
。
１
０
０
年
を
節
目
に
学
校
の
歴
史

　

を
振
り
返
り
、
新
し
い
１
０
０
年
へ
の
ス
テ
ッ

　

プ
を
き
る
。
式
典
が
そ
の
よ
う
な
第
一
歩
を
踏

　

み
出
す
。
そ
ん
な
一
日
と
な
っ
て
く
れ
る
と
嬉

　

し
い
。

◆
歴
史
を
学
ば
ず
し
て
黒
陵
の
文
化
や
伝
統
、
ま

　

し
て
黒
陵
魂
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
し

　

て
新
し
い
学
校
の
価
値
創
造
な
ど
無
理
な
話
。

　

現
役
の
生
徒
と
教
師
陣
に
期
待
大
な
り
。

◆
編
集
委
員
氏
名
（
回
生
）

　

江
釣
子
卓
也
（
42
回
生
・
編
集
委
員
長
）

　

菊
池　
　

崇
（
72
回
生
・
学
校
）

［
協
力
］

高
橋
デ
ザ
イ
ン
事
務
所　

高
橋
幸
男
（
41
回
生
）

黒陵同窓会の情報を
「ｎｏｔｅ」で発信
しています。
ぜひご覧下さい。

黒陵同窓会（公式）ｎｏｔｅ

2023 ～ 2024

  
◇令和５年度岩県高等学校新人ラグビーフットボール大会
　３位　東北大会出場
◇第11回全国高等学校７人制ラグビーフットボール大会
　２位
◇第76回岩手県高等学校総合体育大会　　　　　　　　　　　 　  
　３位　東北大会出場
◇第104回全国高等学校ラグビーフットボール大会岩手県大会　３位

  
◇第15回全国高等学校選抜スポーツクライミング選手権大会
　廣田一航(２)　出場

 
◇第46回岩手県高等学校総合文化祭放送部門大会
　兼第41回岩手県高等学校放送新人大会
　ラジオキャンペーン部門　優良賞（４位）　田村蛍太（１）「シンクロ」
◇第71回NHK杯全国高校放送コンテスト岩手県大会 
　創作テレビドラマ部門入選（３位）田村蛍太（２）・槻木晴輝（２）
　　　　　　　　　　　　　　　　　｢I'm kind｣
　テレビドキュメント部門入選（５位）相澤瞳（３）・豊巻心路（３）
　　　　　　　　　　　　　　　　 「100年の歴史～続く模様～」

  
◇第74回岩手県高等学校新人陸上競技大会
  フィールドの部 　　　 ２位 
　走高跳　　　　　　　　　 １位　　小笠原煌（２）東北大会出場
　棒高跳                  　 ２位　　小笠原煌（２）東北大会出場
　５０００ｍＷ　　　　　　 ２位　　鈴木あこ（１）東北大会出場
　七種競技　　　　　　　　 ２位　　庄司菜月（１）東北大会出場
　砲丸投　　　　　　　　　 ３位　　菅原風菜（１）東北大会出場
　その他３種目でのべ３名の選手が東北大会へ出場。
◇第76回岩手県高等学校総合体育大会
　フィールドの部 　　　 ２位 
　走高跳　　　　　　　　　 １位　　小笠原煌（３）東北大会出場
　棒高跳　　　　　　　　　 １位　　新田里穂子（２）東北大会出場
　円盤投　　　　　　　　　 １位　　菅原風菜（２）東北大会出場
　棒高跳　　　　　　　　　 ２位　　小笠原煌（３）東北大会出場
　５０００ｍＷ　　　　　　 ２位　　鈴木あこ (２）東北大会出場
  七種競技　　　　　　　　 ３位　　庄司菜月（２）東北大会出場
　その他7種目でのべ13名の選手が東北大会へ出場。
◇第79回東北高等学校陸上競技大会
　棒高跳 　　　　　　　　 ２位　　新田里穂子(２) インターハイ出場
◇JOCジュニアオリンピックカップ第18回U18陸上競技大会
　棒高跳　　　　　　　　　 ６位　　新田里穂子(２)

  
◇第68回岩手県高等学校新人大会ソフトテニス競技　団体３位
◇第76回岩手県高等学校総合体育大会　団体３位 

  
◇第76回岩手県高等学校総合体育大会
　団体　　　　　　　　　　 ２位  　　　　　　　　東北大会出場
  個人戦　　　　　　　　　 ３位　　尾形未夢(３)・阿部遥花(３)
　　　　　　　　　　　　　　　　 　インターハイ出場・東北大会出場

 
◇第４６回岩手県高等学校総合文化祭写真部門
　優良賞　　八重樫愛菜（２）
◇第２回秋季写真コンテスト
　優秀賞　渡辺美咲（２）、播磨美聡（１）、八重樫愛菜（２）
　優良賞　渡辺美咲（２）
◇第22回イー歯トーブ笑顔の写真コンテスト
　１席　　八重樫愛菜（２）、２席　　渡辺美咲（２）
◇第46回岩手日報高校生フォトコンテスト
　１席　　藤原瑠姫奈（３）、３席　　八重樫愛菜（２）
◇第47回岩手日報高校生フォトコンテスト
　１席　　八重樫愛菜（２）、３席　　梅津圭斗（２）
◇第48回岩手日報高校生フォトコンテスト
　２席　　小田島侑美（２）
◇第49回岩手日報高校生フォトコンテスト
　３席　　齋藤　晃徳（１）、４席　　菊地　瑞望（２）
◇第15回夏季写真コンテスト
　優秀賞　　駿河穂奈美（３）、髙橋いぶき（１）
　優良賞　　播磨美聡（２）、髙橋いぶき（１）

◇第74回岩手県高等学校新人陸上競技大会
  総合 　　　　　　　　２位    
  トラックの部 　　　２位 
  ５０００ｍＷ　　　　　　１位　　髙橋悠人（２）東北大会出場
　棒高跳  　　　　　　　　１位　　伊藤輝　（２）東北大会出場
　４×４００ｍＲ　　　　　２位　　キャンベル幸太郎（２）・薮崎凌（１）
　　　　　　　　　　　　　　　　  小田島慶汰 (２）・遠藤理恩（２）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東北大会出場
　３０００ｍＳＣ　　　　　３位　　伊東凌士（２）東北大会出場
　三段跳　　　　　　　　　３位　　髙橋亜萬（２）東北大会出場
  その他２種目でのべ２名の選手が東北大会へ出場。
◇第76回岩手県高等学校総合体育大会
　男子総合 　　　２位     
　４００ｍＨ 　　　１位　　遠藤理恩（３）東北大会出場
　５０００ｍＷ　　　　　　１位　　髙橋悠人（３) 東北大会出場
　　　　　　　　　　　　　２位　　木田玄貴（２) 東北大会出場
 　棒高跳　　　　　         ２位　　伊藤　輝（３) 東北大会出場
　 ４００ｍ 　　　　　  　 ３位　　薮崎　凌（２）東北大会出場
   ４×４００ｍＲ 　　　３位　　キャンベル幸太郎（３）・藪崎凌（２）
　　　　　　　　　　　　　　　　　小田島慶汰（３）・遠藤理恩（３）
　                                                    東北大会出場
  その他6種目でのべ９名の選手が東北大会へ出場。
◇第79回東北高等学校陸上競技大会
　５０００ｍＷ　　　　　　４位　　髙橋悠人（３) インターハイ出場

 
◇第44回岩手県アンサンブルコンテスト　
　金管八重奏　　　金賞　小原悠香(２)・大原よしの(２)・菊池慶貴(２)
　　　　　　　　　　　　菊池心月(２)・伊藤奏太(２)・伊藤心桜(１)
　　　　　　　　　　　　齋藤義軌(１)・佐藤一心(１)　東北大会出場
　打楽器四重奏　　金賞　及川ひなた(２)・小原そら(２)・田村翠(１)
　　　　　　　　　　　　佐藤慶(１)
◇第32回全日本中学生・高校生管打楽器ソロコンテスト東北大会　
　金賞　　小原そら(２)
◇第51回東北アンサンブルコンテスト
　金管八重奏　銅賞　小原悠香(２)・大原よしの(２)・菊池慶貴(２)
　　　　　　　　　　菊池心月(２)・伊藤奏太(２)・伊藤心桜(１)
　　　　　　　　　　齋藤義軌(１)・佐藤一心(１）
◇第62回岩手県吹奏楽コンクール　金賞　　　  東北大会出場
◇第67回東北吹奏楽コンクール高等学校の部　　銀賞
◇第29回KOBE国際音楽コンクール本選　出場　　小原そら(２)

  
◇令和５年度岩手県高等学校新人大会
　男子総合　　　　　　　　　３位
　男子４００ｍ個人メドレー　１位　佐々木琥太郎（２）東北大会出場
　男子２００ｍ個人メドレー　３位　佐々木琥太郎（２）東北大会出場
　男子２００ｍバタフライ　　３位　立花　蒼來　（１）東北大会出場
　男子４００ｍメドレーリレー３位　佐々木琥太郎（２）・伊藤壮平（２）
　　　　　　　　　　　　　　　　　立花蒼來（１）・泉澤悠人（１）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東北大会出場
　男子４００ｍフリーリレー　３位　佐々木琥太郎（２）・伊藤壮平（２）
　　　　　　　　　　　　　　　　　立花蒼來（１）・泉澤悠人（１）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東北大会出場
　女子４００ｍ自由形　　　　３位　千田梨緒（２）　　東北大会出場
　その他6種目でのべ９名の選手が東北大会へ出場。
◇第76回岩手県高等学校総合体育大会
　男子総合３位
　男子４００ｍ個人メドレー　２位　佐々木琥太郎（３）東北大会出場
　男子４００ｍ個人メドレー　３位　佐々木琉之介（１）東北大会出場
　男子４×１００ｍメドレーリレー   ３位　佐々木琥太郎（３）・柄谷匠哉（１）
　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤壮平（３）・立花蒼来（２）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                東北大会出場
　その他23種目で39名の選手が東北大会へ出場。

 
◇第28回全日本高校・大学生書道展　　　  優秀賞　及川奈々葉（３）
◇第29回全日本高校・大学生書道展　漢字　優秀賞  佐藤真央（３）

 
◇令和６年度岩手県高校生文芸コンクール
　詩部門　　優秀賞　　　髙橋怜音（２）、中田千晴（２）
◇令和６年度岩手県高校生読書体験記コンクール
　優秀賞　　小田島芽吹（３）

＊県大会3位以上および東北大会以上を記載。



(３) 第46号岩手県立黒沢尻北高等学校同窓会報 (６)第46号 岩手県立黒沢尻北高等学校同窓会報

 収入の部

単位：円

令和 5年度一般会計残金

単位：円

 支出の部

単位：円

 本年度 黒陵基金／収入の部

　令和５年度同窓会一般会計収支決算
書、令和５年度黒陵基金報告書及び令
和５年度 HABATAKE!黒陵決算書につ
いて、令和６年４月１０日に監査した
結果、帳簿並びに証憑書類が適切に
処理されていることを認めます｡
                令和６年４月10日
　　　　　　　会計監事　及川清喜
　　　　　　　会計監事　高橋克史
　　　　　　　会計監事　千田誠志

●支出の部
項目
旅行代金
交流事業
東大励志プロジェクト
雑費
振込手数料
合計

令和5年決算
     0
  0

3,025,000
52,200
19,728

3,096,928

備考

（株）コルクへ
払込用紙印刷，封入経費

　コロナ禍が収まり会の活動が本格的に再開しましたが、会費

収入がコロナ禍前の水準に戻らず、黒陵基金から 60 万円を補

填してやっと決算にこぎ着けた状態です。この補填がなければ、

単年度でおよそ 110 万円の赤字となる恐れがありました。ところ

でした。さらに予定していた黒陵基金への積立（50 万円）を行

うことができませんでしたので、単年度で 160 万円の収入不足と

いう事態になっております。このため、同窓会事業のみならず創

立 100 周年記念事業にも影響が出ています。

　危機的とも言える状況です。このままでは黒陵生諸君への支

援はおろか , 会の事業自体にも支障を来す恐れが大となってい

ます。会員各位の会費納入につきまして、ご協力をお願いいた

します。同封のご案内に記載の方法にて納入のほど何とぞよろ

しくお願い申し上げます。

令和 5 年度一般会計について

「「HABATAKEHABATAKE!黒陵」決算について黒陵」決算について

　令和５年度も海外派遣事業を見送りまし
たが、「東大励志プロジェクト」に関わる（株）
コルクへの支払いを本会計から行いました
ので、久しぶりに多額の支出となりました
（令和6年度の『東大励志プロジェクト』関係
の支出は100周年記念事業に移行します）。
　昨年度も多額の募金をお寄せいただきあ
りがとうございました。今年度は海外派遣
への補助というかたちにて「HABATAKE!黒
陵」を再開しました。なにとぞよろしくお
願いします。

令和５年度決算収支差額　787,444円は、令
和６年度に繰越

●収入の部
項目
繰越金
同窓生寄付金
黒陵会市役所寄付金
合計

令和５年決算
 2,650,702      
933,690
300,000 
3,884,392

備考
前年度より繰越
個人寄付金
市役所分会より



(5) 第46号岩手県立黒沢尻北高等学校同窓会報 (４)第46号 岩手県立黒沢尻北高等学校同窓会報

KOKURYO

 

黒
北
生
の
「
東
大
受
験
」
を
後
押
し
し
て
二
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
商

工
会
議
所
で
行
っ
た
講
演
会
の
後
に
学
校
の
先
生

に
引
率
さ
れ
生
徒
10
名
が
挨
拶
に
き
た
こ
と
で
し

た
。
先
生
か
ら
「
東
大
を
目
指
し
て
い
る
」
と
紹

介
さ
れ
心
に
響
き
ま
し
た
。

　

直
ぐ
、
ド
ラ
ゴ
ン
桜
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い

る
東
大
生
の
一
人
に
受
験
勉
強
の
支
援
を
し
て
欲

し
い
と
依
頼
。
Ｏ
Ｋ
の
返
事
を
い
た
だ
き
取
り
組

み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
２
月
、
黒
陵
生
が
東
大
受
験
を
す
る

と
い
う
こ
と
で
激
励
し
よ
う
と
赤
門
の
前
に
い
き

ま
し
た
。
学
校
の
先
生
に
引
率
さ
れ
た
生
徒
を
み

て
、
生
徒
も
想
い
に
心
惹
か
れ
ま
し
た
。
現
地
に

は
、
東
大
受
験
を
後
押
し
し
た
東
大
生
も
激
励
に

来
て
く
れ
ま
し
た
。

　

本
校
で
は
「
東
大
励
志
＝
プ
ロ
リ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
名

付
け
、
同
窓
会
あ
げ
て
支
援
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
花
は
「
き
っ
と
咲
く
」
、

そ
ん
な
思
い
が
し
ま
し
た
。

　

本
日
の
演
題
「
黒
陵
日
本
一
計
画
」
。
ど
う
す

れ
ば
日
本
一
に
な
れ
る
か
。
価
値
観
を
共
有
で
き

る
か
。
生
徒
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
と
い
う
気
持
ち
で
演
題
を
決
め
ま
し
た
。

　

次
の
百
年
に
向
け
て
何
を
ど
う
す
る
か
。
日
本

一
の
高
校
に
な
ろ
う
と
い
う
意
気
込
み
を
今
日
は

共
有
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
一
は
空
想
。
そ
も
そ
も
で
き
る
は
ず
が
な

い
。
そ
う
思
う
人
も
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
う
思
っ
た
瞬
間
、
人
の
思
考
は
止
ま

っ
て
し
ま
う
。
行
動
が
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

何
と
か
日
本
一
に
な
る
の
だ
と
考
え
る
こ
と
が
物

事
の
ス
タ
ー
ト
な
の
で
す
。　

　

人
間
の
歴
史
と
は
「
ダ
メ
だ
」
「
無
理
だ
」
と

思
う
こ
と
を
実
現
し
て
き
た
こ
と
の
連
続
。
実
現

す
る
た
め
の
可
能
性
を
考
え
る
こ
と
で
、
周
り
は

感
化
さ
れ
、
や
が
て
変
わ
っ
て
い
く
。
そ
の
繰
り

返
し
で
社
会
は
形
成
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。

　

百
年
前
、
学
校
を
創
ろ
う
と
し
た
人
た
ち
が
何

を
考
え
て
い
た
か
。
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

本
校
も
、
学
校
の
建
設
を
実
現
し
た
い
と
思
っ
て

活
動
し
た
人
た
ち
が
い
た
か
ら
実
現
し
た
の
で
す
。

無
理
だ
ろ
う
と
い
う
発
想
で
は
、
今
の
学
校
は
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

本
校
に
は
、
既
に
日
本
一
を
実
現
し
た
過
去
が

あ
り
ま
す
。
本
校
の
環
境
も
、
他
に
類
を
見
な
い
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
る
前
に
既
に
日
本

一
が
存
在
し
て
い
る
の
で
す
。 

 

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
り
、
本
校
の
未
来
を

考
え
続
け
て
き
ま
し
た
。
全
国
か
ら
受
験
生
が
殺

到
す
る
学
校
に
し
た
い
。
日
本
一
の
学
校
を
創
る
。
微

力
な
が
ら
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
東
大
を
受
験
し
た
い
と
い

う
思
い
が
あ
れ
ば
成
績
に
関
係
な
く
誰
が
参
加
し

て
も
よ
い
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受
け
る
だ
け
だ

か
ら
、
誰
で
も
参
加
し
て
よ
い
の
で
す
。

 

東
大
は
手
が
届
く
と
こ
ろ
に
あ
る
。
東
大
受
験

の
動
機
付
け
は
関
係
な
い
の
で
す
。
チ
ャ
ン
ス
を

も
の
に
す
る
。
来
た
も
の
に
飛
び
乗
る
。
そ
れ
で

よ
い
の
で
す
。
東
大
を
受
験
す
る
と
決
断
す
る
こ

と
が
如
何
に
厳
し
い
こ
と
か
。
生
徒
の
傍
ら
で
見

て
い
て
実
感
も
し
ま
し
た
。
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ア
ド
バ

イ
ス
、
全
力
で
応
援
し
て
い
き
ま
す
。
チ
ャ
ン
ス

は
目
の
前
に
あ
る
の
で
す
。
電
車
の
ド
ア
が
閉
ま

る
前
に
、
是
非
、
乗
っ
か
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
成
功
が
待
っ
て
い
る
。
一
緒
に
喜
び
を

味
わ
い
ま
し
ょ
う
。
創
立
百
周
年
の
節
目
に
あ
た

り
、
意
識
を
新
た
に
し
て
次
の
百
年
に
つ
な
げ
て

い
く
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
そ
の
き
っ
け
に
な

っ
て
欲
し
い
。
こ
れ
か
ら
の
５
年
、
1
0
年
を
一

緒
に
歩
ん
で
行
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

支部連絡先 　 （変更等は事務局まで連絡願います。）  

盛岡支部　         高橋　耕（39回生）　　
（盛岡黒陵会会長）　 岩手県盛岡市愛宕町 12-15

東京支部           深澤　彰彦（37回生）　　
（在京黒陵会会長） 　埼玉県さいたま市大宮区寿能町1-39-8

宮城支部           佐々木哲郎（40回生）　　
（宮城黒陵会会長） 　宮城県仙台市青葉区国見ヶ丘 3-3-12

関西支部会長　　 　佐々木　享（36回生）　　
　　　　　　　　　 京都府京都市中京区西ノ京伯楽町 11

花巻支部           高橋　久雄（51回生）　　
（花巻黒陵会会長） 　岩手県花巻市尻平川 1-58

江刺支部　　 　　　佐藤　　等（49回生）
（事務局）　　　　 　岩手県奥州市江刺愛宕字東下川原 89

水沢支部会長 　　　瀬川　巖（20回生）　　
　　　　　　　 　　岩手県奥州市水沢南町 3-8

釜石支部　　 　　  遠藤　幸徳（39回生）　　
（事務局長）　　 　　岩手県釜石市唐丹町小白浜 156

一関支部長　　 　　佐々木　隆（29回生）　　
　　　　　　　 　　岩手県一関市磐井町 3-5

西和賀支部長　  　 佐々木　勉（40回生）　　
　　　　　　　 　　岩手県和賀郡西和賀町湯本 30-80-8

相去支部長　 　　　佐藤　瑞夫 （35回生）　　
　　　　　　　　　 岩手県北上市相去町町浦 12-2

北上市役所分会会長 鈴木　善一（56回生）　　
　　　　　　　　　 岩手県北上市芳町 1-1（市役所）

  

１
９
２
４
（
大
正
13
）
年
、
本
校
は
年
内
五
番

目
の
旧
制
中
学
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
以
来
１

０
０
年
。
５
月
１
日
に
は
、
創
立
１
０
０
周
年
記

念
事
業
が
生
徒
の
企
画
に
よ
り
、
本
校
第
一
体
育

館
及
び
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
３
日
に
は
創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典
、

記
念
講
演
会
が
さ
く
ら
ホ
ー
ル
ｆ
ｅ
ａ
ｔ
．
ツ
ガ

ワ
で
開
催
さ
れ
、
午
後
１
時
30
分
か
ら
は
会
場
を

ブ
ラ
ン
ニ
ュ
ー
北
上
に
移
し
て
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
以
下
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

 

  

校
地
周
辺
の
交
通
の
混
雑
等
に
対
応
す
る
た
め

に
正
門
前
を
ロ
ー
タ
リ
ー
・
駐
車
場
と
し
て
整
備

し
、
生
徒
の
通
学
の
安
全
確
保
を
図
り
ま
す
。

　

東
京
大
学
志
望
者
へ
の
支
援
と
学
校
全
体
の
学

力
向
上
・
進
学
指
導
力
向
上
を
目
指
し
て
、
２
０

２
２
年
度
よ
り
同
窓
生
の
三
田
紀
房
氏
（
漫
画
「

ド
ラ
ゴ
ン
桜
」
作
者
）
の
支
援
の
も
と
「
東
大
励

志
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
様
々
な
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
（
詳
細
は
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
願
い
ま
す
）
。
そ
の
た
め
の
基
金
積
立
を

行
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
募
金
活
動
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

記
念
式
典
、
記
念
講
演
会
、
記
念
祝
賀
会
、
１
０

０
周
年
記
念
誌
の
発
行
も
行
い
ま
す
。

　

次
第
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

開
式
の
こ
と
ば

　

国
歌
斉
唱

　

校
長
式
辞

　

岩
手
県
教
育
委
員
会
告
辞

　

創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
協
賛
会
会
長
挨
拶

　

記
念
事
業
概
要
報
告

　

感
謝
状
贈
呈

　

（
北
村
東
、
菊
池
浩
、
泉
悟
、
及
川
浩
純
歴
代

　
　

校
長
及
び
和
賀
匡
彦
、
八
重
樫
敏
歴
代
Ｐ
Ｔ

　
　

Ａ
会
長
、
伊
藤
彬
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事

　
　

業
協
賛
会
会
長
）

　

来
賓
祝
辞

　

来
賓
紹
介
並
び
に
祝
電
披
露

　

生
徒
代
表
の
こ
と
ば

　

校
歌
斉
唱

　

閉
式
の
こ
と
ば

　

漫
画
家
三
田
紀
房
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
て
行

い
ま
し
た
（
講
演
要
旨
は
次
ペ
ー
ジ
）

◆
式
典
祝
賀
会
に
先
だ
つ
５
月
１
日
に
開
催
さ
れ

た
１
０
０
周
年
記
念
事
業
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

①
本
校
の
歴
史
や
活
動
を
振
り
返
る
映
像
の
上
映

②
Ｇ
Ｍ
Ｃ
、
音
楽
部
、
書
道
部
、
吹
奏
楽
部
に
よ

　

る
記
念
バ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
美
術
部
と
写
真
部

　

は
作
品
展　

示
会
を
開
催

③
バ
ル
ー
ン
リ
リ
ー
ス
の
イ
ベ
ン
ト
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

創立100周年記念事業協賛会
募金委員会よりのお願い

創立 100 周年記念事業は、みなさまのご支援により今年度進めら

れていますが、募金目標額6600万円に対して、令和6年8月末現

在において募金総額約 3300 万円と、50％の達成率にとどまってい

ます。現状では「東大励志プロジェクト」基金積立等の事業実施

に支障が出かねない状況となっています。同窓生のみなさまの更

なるご協力を何とぞよろしくお願いいたします。

募金受付期間は令和6年12月末日までとなって

おります。募金方法につきましては、右のQRコ

ードより創立100周年記念事業HPにてご確認を

お願いいたします。


